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（１）実現化に向けた基本的な考え方 

行田らしい魅力あるまちづくりの実現に向けて、段階的に産（市民〈事業者〉）官（行政）学

（大学・専門家）民（市民〈住民・団体〉）の連携によるまちづくりを推進します。 

その中でも特に取組みの主体となる市民と行政の基本的な役割を明確にし、大学・専門家な

どと連携しながら、実現化を図ります。 

 

■市民と行政の基本的役割と各主体との連携体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民や行政の活動・取組み

にアドバイスなどの専門

的支援を行う。 

市民〈住民・団体〉や行政

の活動・取組みを支援する。 

自らが地域のこと

を考え、主体的な活

動・取組みを行う。 

 
取組みのきっかけ

をつくり、主体的な

活動・取組みを支援

する。 

行政 

 

 

連携・支援 

連携 

支援 

連携 

支援 

大学・ 

専門家 

市民 

〈住民・団体〉 

市民 

〈事業者〉 

１．施策・事業の実現化方策 
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（２）実現化の流れ 

行田らしい魅力あるまちづくりを進めるにあたっては、まちづくりに関する取組みや意識の

熟度に応じて、段階的に進めることが必要です。 

市民は、まちづくりに関する情報共有や勉強会などにより、まちづくりへの参画意識を高め

ながら地域のネットワーク体制を構築し、行政は、市民主体の活動や取組みを支援し、地域に

とって本当に必要な事業の実施に取り組みます。実施後は、市民主体の取組みを継続的に進め

るため、次の取組みを企画し、行政とともに取組みの評価・点検などの管理をし、円滑に運営

を行うなどのマネジメントを行います。 

また、大学や専門家などは、各段階で実現化に向けた連携・専門的支援を行います。 

 

■施策・事業の実現化の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市 民  行 政 

Step５：エリアマネジメント※により地域のまちづくりを企画・管理・運営する 

Step１：まちづくりの機運を高め、参画意識を醸成する 

Step３：市民活動の連携や市民主体の取
組みを支援する 

Step４：地域にとって本当に必要なまち
並みづくり、にぎわい創出の事
業を実施する 

Step２：ネットワーク組織を立ち上げる 

大学・専門家など 
それぞれの段階で各主体と連携しながら、専門的支援を行う。 

連携 

支援 
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Step１：まちづくりの機運を高め、参画意識を醸成する 

○地域のまちづくりに関する情報発信や継続的な参画機会の創出により、市民のまちづくりに

対する機運を高め、まちづくりへの参画意識を醸成します。 

 

 

 

 

 

 

Step２：ネットワーク組織を立ち上げる 

○市民が連携可能なネットワークを形成し、円滑にパートナーシップを組むことができる組織

づくりを行います。 

 

 

 

 

 

 

Step３：市民活動の連携や市民主体の取組みを支援する 

○市民活動の連携の場や機会を設けるとともに、市民主体のまちづくり活動やまち並みの修景

に関する取組みについて、各種事業・制度を活用し支援します。 

 

 

 

 

 

 

Step４：地域にとって本当に必要なまち並みづくり、にぎわい創出の事業を実施する 

○まち並みづくりやにぎわい創出の方向性を共有し、国や県の事業・制度を活用した施設や街

路などの整備を実施します。 

 

 

 

 

 

Step５：エリアマネジメントにより地域のまちづくりを企画・管理・運営する 

○市民主体の取組み・活動を通じて、まちづくりの課題に対する解決方法を検討し、具体的な

活動をエリアマネジメント組織で管理・運営し、情報を発信します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【市民】 

・自分たちが住む地域のまちづくりについて 

考える。 

・主体的な取組みや活動を企画・実践し、地域 

に発信する。 

【行政】 

・まちづくりの情報を発信し、ま 

ちづくりへ参画するきっかけを

つくる。 

 

【市民】 

・ネットワークの場に積極的に参加し、地域の 

情報を共有する。 

・ネットワークの場から協議会などを立ち上げ

る。 

 

【行政】 

・市民と情報共有し、企画を立案す

るネットワークの場をつくる。 

【市民】 

・協議会に積極的に参加する。 

・市民主体のまちづくり活動やまち並みの修景 

などの活動に取り組む。 

【行政】 

・市民の主体的な取組みや活動を 

支援するための国などの支援事

業を紹介する。 

・本市による新たな支援事業を創 

設する。 

【市民】 

・空き店舗や空き地の活用など、まちづくり活 

動に取り組み、行政が実施する事業に対して、 

利用する立場からの提案を行う。 

【行政】 

・市民の主体的な取組みと連携し 

て、活動の支援や効果的な施設・

街路などの整備を実施する。 

【市民】 

・活動の情報発信や地域資源の点検を行いなが

ら、新たな取組みや活動を企画する。 

・事業実施後における管理・保全を市民主体で 

行う。 

【行政】 

・エリアマネジメント組織と連携

し、地域における管理・保全に 

対する支援を行う。 
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（１）段階的な取組内容と優先度 

前項で示した施策を網羅的に取り組むのではなく、Step１～Step５の各段階において、施策の優先度を勘案しながら、計画的かつ効果的に進めます。 

 

■段階的な取組内容と優先度（その１） 

施  策 

Step１ Step２ Step３ Step４ Step５ 

優先度 
まちづくりの機運を高

め、参画意識を醸成する 

ネットワーク組織を立ち

上げる 

市民活動の連携や市民主

体の取組みを支援する 
地域にとって本当に必要

なまち並みづくり、にぎ

わい創出の事業を実施す

る 

エリアマネジメントによ

り地域のまちづくりを企

画・管理・運営する 

方針１  人が主体となり地域を育てるまちづくり     

1-1 住みやすく、住み続けたいまちに向けた仕組みづくりや協議会などの設置  ●   ● ◎ 

1-2 地域におけるまち並み点検 ●    ● △ 

1-3 地域資源の発掘とリスト化 ●    ● 〇 

1-4 既存施設や歴史的建築物を活用したまちづくり活動の支援   ●   ◎ 

1-5 地域資源を紹介する観光ガイドの育成や歴史と文化を継承する活動の支援   ●   ◎ 

1-6 歩行者空間や空き地などにおける緑化活動の支援   ●   △ 

1-7 歩きたくなるまちに向けたまちなかの美化活動や空き地などの管理・保全の支援   ●  ● △ 

1-8 集客のためのイベントの企画・実施   ●   △ 

1-9 文化財及び地域資源を活用したまちづくり活動の支援   ●   △ 

1-10 まちづくり活動やイベントの情報発信     ● ◎ 

1-11 まちづくりニュースなどの発行によるまちづくり意識の醸成 ●    ● ◎ 

方針２  歴史と文化の薫りが漂う歩きたくなるまち並みづくり     

2-1 景観形成に関するルールづくり   ●   ○ 

2-2 足袋蔵などの歴史的建築物の保存と活用   ● ●  ◎ 

2-3 歴史的建築物周辺のまち並み環境の整備    ●  〇 

2-4 歴史的なまち並みの修景（外観や塀）   ●   〇 

2-5 回遊するための道路の美装化や電線類の地中化    ●  〇 

2-6 まち並みのライトアップや歩道用照明の設置    ●  △ 

2-7 歴史的建築物などの案内表示と誘導サインの統一   ● ●  ◎ 

2-8 ユニバーサルデザインによる歩行者空間などの整備    ●  ◎ 

【再掲】1-2 地域におけるまち並み点検 ●     △ 

【再掲】1-5 地域資源を紹介する観光ガイドの育成や歴史と文化を継承する活動の支援   ●   ◎ 

【再掲】1-7 歩きたくなるまちに向けたまちなかの美化活動や空き地などの管理・保全の支援   ●  ● △ 

優先度：◎＝ワークショップで提案された優先度が高い施策 ○＝◎以外で優先的に取り組む施策 △＝市民と行政が検討・調整を行いながら進めていく施策 

  

２．段階的な取組内容 
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■段階的な取組内容と優先度（その２） 

施策 

Step１ Step２ Step３ Step４ Step５ 

優先度 
まちづくりの機運を高

め、参画意識を醸成する 
ネットワーク組織を立ち

上げる 
市民活動の連携や市民主

体の取組みを支援する 
地域にとって本当に必要

なまち並みづくり、にぎ

わい創出の事業を実施す

る 

エリアマネジメントによ

り地域のまちづくりを企

画・管理・運営する 

方針３  水と緑がうるおいをもたらす四季を感じるまち並みづくり     

3-1 憩う場所としての水辺空間の環境整備    ●  ◎ 

3-2 幹線道路沿道の街路樹の保全と整備    ● ● 〇 

3-3 寺社仏閣などのまとまった緑の保全     ● ◎ 

3-4 緑豊かなポケットパークや広場の整備     ●  ◎ 

【再掲】1-3 地域資源の発掘とリスト化 ●     〇 

【再掲】1-6 歩行者空間や空き地などにおける緑化活動の支援   ●   △ 

【再掲】1-9 文化財及び地域資源を活用したまちづくり活動の支援   ●   △ 

方針４  暮らしと交流が調和したにぎわいづくり     

4-1 都市機能の集約に向けた拠点の整備    ●  ◎ 

4-2 空き地や空き家を活用したコミュニティスペースなどの滞在・交流空間の整備    ●  ◎ 

4-3 空き店舗を活用した商店街の活性化   ●   ◎ 

4-4 商店街におけるにぎわいが感じられる店舗前空間の形成   ●   ◎ 

4-5 若者の定住促進   ●   〇 

4-6 地元の素材を使った特産品の開発及び販売   ●   △ 

【再掲】1-5 地域資源を紹介する観光ガイドの育成や歴史と文化を継承する活動の支援   ●   △ 

【再掲】1-9 文化財及び地域資源を活用したまちづくり活動の支援   ●   △ 

【再掲】2-1 景観形成に関するルールづくり   ●   〇 

【再掲】2-7 歴史的建築物などの案内表示と誘導サインの統一   ● ●  ◎ 

【再掲】2-8 ユニバーサルデザインによる歩行者空間などの整備    ●  ◎ 

【再掲】3-4 緑豊かなポケットパークや広場の整備    ●  ◎ 

優先度：◎＝ワークショップで提案された優先度が高い施策 ○＝◎以外で優先的に取り組む施策 △＝市民と行政が検討・調整を行いながら進めていく施策 
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９９ 

 

 

第７章 

事
業
推
進
に
向
け
た 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

ま
ち
並
み
と
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
の
方
針 

 

 

平成２５年度に実施した「景観まちづくりワークシ

ョップ」の成果を活かし、行政は、市民の連携の場と

なるワークショップなどを継続的に実施します。また、

モデル地区だけでなく、周辺の整備に合わせて、市内

各地域でまちづくりへの参画機会を設け、全域的なに

ぎわい創出につなげます。 

さらに、まちづくり勉強会の開催や先進地視察など

を実施するとともに、新たに参画する市民を増やすた

め、まちづくりニュースなどの定期的な発行などによ

り、まちづくり意識を醸成し、新たな市民参画を促し

ます。 

 

 

■継続的なまちづくりワークショップなどの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＳＴＥＰ１で取り組む施策と支援事業 

施策 取組主体 主な支援事業例 注） 

１-２  地域におけるまち並み点検 住民、団体 ― 

１-３  地域資源の発掘とリスト化 住民、団体 ・文化遺産を活かした地域活性化事業 

１-１１ まちづくりニュースなどの発 

行によるまちづくり意識の醸

成 

行政 ・まちづくり活動推進事業 

行政の役割 
○継続的なまちづくりへの参画の場づくり 

 

Step１：まちづくりの機運を高め、参画意識を醸成する 

平成２５年度景観まちづくりワークショップ 

 

 
まち並みづくり にぎわいづくり 

全体会議の開催 

・部会によるワークショップの報告 

・まちづくりの方向性の共有 

・市民の活動の情報共有など 

 部会の開催 

・テーマ別に複数部会（景観、にぎわい、

情報発信など）を設置 

・テーマ別のまちづくりの整備方針 

・まち並み形成のルールづくりの方針など 

市民の役割 
まちづくり活動の

周知、まちづくり

意識の醸成により、

新たな参加者を増

やす 

 

・定期的に発行す

るまちづくりニ

ュースによる情

報共有など 

 

市民の役割 
継続的なまちづ

くりへの参画と

意識を高める 

 

・まちづくり勉 

強会への参加 

・先進地視察へ 

の参加など 

市民のつながりの強化（情報共有、活動の連携など） 

 

 

まち歩きの様子 

景観まちづくりワークショップの

様子 

注）主な支援事業については、平成２６年３月時点での国などの交付金事業のメニューを掲載しています。 

  今後、事業の活用にあたっては、市民と合意形成を図りながら検討を進めていきます。 



 

１００ 

 

 

 

段階①：市民のネットワークを形成し、情報共有と取組みを企画する 

 

地域におけるワークショップなどを通じ

て、市民、行政、大学などのネットワーク

を強化し、定期的な情報共有や取組み・活

動の企画など、連携・協働のまちづくりを

推進します。 

継続的な活動をしていくために、行政は

各主体が連携できる場を設けます。市民は、

連携の場に積極的に参加し、情報共有や取

組み・活動を企画します。 

また、大学や専門家などの参画・連携に

より、まちづくりの実現性を高めます。 

 

 

 

段階②：取組みを実施する際には、活動の主体を中心に他の団体が連携・支援する 

 

まち歩きやまちづくり活動などの取組み

を実施する際には、市民だけではなく、各

主体が連携・支援しながら取り組むことが

必要です。 

行政が支援するネットワーク組織をきっ

かけに、企画・計画段階から各主体との協

議・調整を行いながら、円滑に事業が実施

できる体制を構築します。 

 

 

 

 

 

  

■パートナーシップの形成 

■各主体のネットワークの形成 

Step２：ネットワーク組織を立ち上げる 

団体 行政 

住民 

大学 

市民の役割 
定期的な情報共有 

取組み・活動の企画 

行政の役割 
連携の場づくり 

 

活動のきっかけとなる連携の場を設ける。 

取組みを実施する際に、主体を中心に、円滑

にパートナーシップが組める体制をつくる。 

団体が主体となる取組み 

団体 

行政

住民 

大学 

ネットワーク組織に
よる連携・支援体制 

連携 連携 

専門的支援 
活動支援 

連携の場 



 

１０１ 
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段階③：段階①・②を円滑に推進するためのまちづくり組織を立ち上げる 

 

行政は、地域におけるネットワーク体制の構築や活動の際の円滑なパートナーシップの形成

に向け、まちづくり組織の立上げを支援します。さらに、まちづくりに意欲がある市民が主体

となって連携し、行政との調整・協議の場となるまちづくり協議会に発展するように、行政は

まちづくり組織の取組み・活動を支援します。 
 

■ネットワーク組織の体制イメージ 

タイプ 概 要 体制イメージ 

 

 

 

 

組織 

連携型 

 

 

・市民が連携し、ネットワーク

体制を構築します。 

・ネットワークの場を通じて、

活動の主体となる組織が行

政や大学・専門家と協議・調

整を行いながら、取組みを進

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり 

協議会型 

 

 

・市民のネットワークの場か

ら、実践する組織としてまち

づくり協議会に発展します。 

・活動や事業実施にあたって

は、まちづくり協議会として

行政や大学・専門家と協議・

調整を行いながら、地域が一

体となった取組みを進めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＳＴＥＰ２で取り組む施策と支援事業 

施策 取組主体 主な支援事業例 注） 

１-１  住みやすく、住み続けたいまち 

に向けた仕組みづくりや協議 

会などの設置 

市民、行政 ・まちづくり活動推進事業 

  

発展 

注）主な支援事業については、平成２６年３月時点での国などの交付金事業のメニューを掲載しています。 

  今後、事業の活用にあたっては、市民と合意形成を図りながら検討を進めていきます。 



 

１０２ 

 

 
 

市民主体のまちづくり活動や歴史的建築物の改修、まち並みの修景などに関する取組みにつ

いては、ふるさとづくり事業や国・県の各種補助制度などの活用により支援します。 
 

■ＳＴＥＰ３で取り組む施策と支援事業 

施策 取組主体 主な支援事業例 注） 

１-４  既存施設や歴史的建築物を活 

用したまちづくり活動の支援 
市民 ・ふるさとづくり事業 

１-５  地域資源を紹介する観光ガイ 

ドの育成や歴史と文化を継承 

する活動の支援 

市民 
・地域元気アップ協働事業 

・文化遺産を活かした地域活性化事業 

１-６  歩行者空間や空き地などにお 

ける緑化活動の支援 
市民 ・地域元気アップ協働事業 

１-７  歩きたくなるまちに向けたま 

ちなかの美化活動や空き地な

どの管理・保全の支援 

市民 ・地域元気アップ協働事業 

１-８  集客のためのイベントの企 

画・実施 
市民 ・地域商店街活性化事業 

１-９  文化財及び地域資源を活用し 

たまちづくり活動の支援 
市民 ・地域商店街活性化事業 

２-１  景観形成に関するルールづ 

くり 
住民、事業者 ・まちづくり活動推進事業 

２-２  足袋蔵などの歴史的建築物 

の保存と活用 

住民、団体 

行政 

・ふるさとづくり事業 

・都市再生整備計画事業 

２-４  歴史的なまち並みの修景（外 

観や塀） 
住民、団体 ・ふるさとづくり事業 

２-７  歴史的建築物などの案内表示 

と誘導サインの統一 

住民、団体 

行政 

・ふるさとづくり事業 

・都市再生整備計画事業 

４-３  空き店舗を活用した商店街の 

活性化 
事業者 

・にぎわい商店街づくり支援事業 

・起業家支援事業 

４-４  商店街におけるにぎわいが感 

じられる店舗前空間の形成 
事業者、団体 ・商店街まちづくり事業 

４-５  若者の定住促進 住民 ・子育て世帯定住促進奨励金 

４-６  地元の素材を使った特産品の 

開発及び販売 
団体 ・食のモデル地域育成事業 

 

 

 

  

Step３：市民活動の連携や市民主体の取組みを支援する 

注）主な支援事業については、平成２６年３月時点での国などの交付金事業のメニューを掲載しています。 

  今後、事業の活用にあたっては、市民と合意形成を図りながら検討を進めていきます。 
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地域の活性化に寄与する市民主体の取組みについては、行政が主体となり国や県の事業・制

度を活用した施設や街路などの整備を実施します。 

 

■ＳＴＥＰ４で取り組む施策と支援事業 

施策 取組主体 主な支援事業例 注） 

２-２  足袋蔵などの歴史的建築物の 

保存と活用 

住民、団体 

行政 

・ふるさとづくり事業 

・都市再生整備計画事業 

２-３  歴史的建築物周辺のまち並み 

環境の整備 
行政 

・街なみ環境整備事業 

・都市再生整備計画事業 

２-５  回遊するための道路の美装化 

や電線類の地中化 
行政 ・都市再生整備計画事業 

２-６  まち並みのライトアップや歩 

道用照明の設置 
行政 ・都市再生整備計画事業 

２-７  歴史的建築物などの案内表示 

と誘導サインの統一 

住民、団体 

行政 

・ふるさとづくり事業 

・都市再生整備計画事業 

２-８  ユニバーサルデザインによる 

歩行者空間などの整備 
行政 ・都市再生整備計画事業 

３-１  憩う場所としての水辺空間の 

環境整備 
行政 ・都市再生整備計画事業 

３-２  幹線道路沿道の街路樹の保全 

と整 備 
行政 ・都市再生整備計画事業 

３-４  緑豊かなポケットパークや広 

場の整備 
行政 ・都市再生整備計画事業 

４-１  都市機能の集約に向けた拠点 

の整備 
行政 

・暮らし・にぎわい再生事業 

・地方都市リノベーション事業 

４-２  空き地や空き家を活用したコ 

ミュニティスペースなどの滞 

在・交流空間の整備 

行政 ・都市再生整備計画事業 

 
 

  

Step４：地域にとって本当に必要なまち並みづくり、にぎわい創出の事業を実施する 

注）主な支援事業については、平成２６年３月時点での国などの交付金事業のメニューを掲載しています。 

  今後、事業の活用にあたっては、市民と合意形成を図りながら検討を進めていきます。 
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■エリアマネジメント組織のイメージ 

 

 

① エリアマネジメント組織の役割 

市民主体の活動・取組みを通じて、まちづくり協議会をエリアマネジメント組織へと発展さ

せ、まちづくりの課題に対する解決方法の検討や、具体的な活動を管理・運営します。 

エリアマネジメント組織により、美しいまち並みの形成や人をひきつけるブランド力の形成

に加えて、安心・安全な地域づくり、良好なコミュニティの形成、地域の伝統・文化の継承な

ど多彩なエリアマネジメント活動を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＳＴＥＰ５で取り組む施策と支援事業 

施策 取組主体 主な支援事業例 注） 

１-１  住みやすく、住み続けたいまち 

に向けた仕組みづくりや協議

会などの設置 

市民、行政 ・まちづくり活動推進事業 

１-２  地域におけるまち並み点検 住民、団体 ― 

１-３  地域資源の発掘とリスト化 住民、団体 ・文化遺産を活かした地域活性化事業 

１-７  歩きたくなるまちに向けたま 

ちなかの美化活動や空き地な

どの管理・保全の支援 

市民 ・道路等里親制度 

１-１０ まちづくり活動やイベント 

の情報発信 
行政 ・まちづくり活動推進事業 

１-１１ まちづくりニュースなどの 

発行によるまちづくり意識の 

醸成 

行政 ・まちづくり活動推進事業 

３-２  幹線道路沿道の街路樹の保全 

と整備 
住民、行政 ― 

３-３  寺社仏閣などのまとまった緑 

の保全 
住民、行政 ― 

 

エリアマネジメント組織 
 

地域の将来像・ 

プランの共有化 

Step５：エリアマネジメントにより地域のまちづくりを企画・管理・運営する 

企画・調整 
地域の合意形成

や活動実施にあ

たっての調整 

 

保全・管理 
公共空間の管

理、景観コント

ロールなど 

活用・情報発信 
地域資源を活用

した取組み・情

報発信など 

 

住民・自治会など 

公園などの維持・管理 

団体など 

空き地などの維持・管理 

ＮＰＯなど 

空き家や建築物な

どの保存・活用 

事業者・商工会議所 

地域のＰＲ・広報 

イベントの開催 

行
政 

大
学
・
専
門
家
な
ど 

連
携
・
支
援 

連
携
・
専
門
的
支
援 

注）主な支援事業については、平成２６年３月時点での国などの交付金事業のメニューを掲載しています。 

  今後、事業の活用にあたっては、市民と合意形成を図りながら検討を進めていきます。 
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② 各段階における具体的な取組み 

 

 

地域におけるまちづくりのマネジメント組織

として、市民に対するまちづくり意識の醸成を

図りながら、若者向けのたまり場づくりや子育

てに関するまちづくり活動により、若者や女性

など、多様な市民のまちづくりへの参加を促進

します。 

また、地域資源を活かした取組みや活動を企

画し、各主体との連携・調整を図りながら事業

を実施します。 

 

 

地域の歴史的建築物や空き地、緑や水資源に

ついて、市民が主体となって、保全・管理を行

います。住宅・店舗については、地域における

景観コントロールにより、保全・管理を行いま

す。 

また、地域における美化・清掃活動、緑化活

動を推進し、市民主体でまちづくり活動に取り

組みます。 

 

 

市民は、事業実施によって整備される空間や

空き店舗、歴史的建造物などを多様なまちづく

り活動の場として活用します。 

 

 

 

 

 

 

地域のイベントなどの情報発信と合わせ、商

店街の情報などを盛り込んだパンフレットの作

成や、まちづくりニュースの発行により、地域

情報を共有します。 

 

【エリアマネジメント組織の具体的取組例】 

 地域のまちづくり情報誌の発行 

 地域資源の発掘とリスト化 

 若者や女性などのまちづくり活動へ

の参加促進 

 取組みや活動の企画と各主体との情

報共有・連携づくり 

 提案型意識調査の実施 など 

・ 

【エリアマネジメント組織の具体的取組例】 

 地域資源の保全・管理 

 緑や水資源の保全・管理、緑化活動 

 空き地や歴史的建築物の管理 

 地域における景観コントロール 

 道路や街路の美化活動 

 地域における清掃活動 など 

【エリアマネジメント組織の具体的取組例】 

 街路空間を活用したまちづくり活動 

 歴史的建築物を活用したまちづくり

活動の推進 

 空き地や空き家を活用したコミュニ

ティスペースなどの滞在空間の整備 

 空き店舗を活用した起業家支援 など 

企画・調整 
 

 

保全・管理 
 

活用 
 

 

【エリアマネジメント組織の具体的取組例】 

 地域のまちづくり活動やイベントの

情報発信 

 観光情報と連携した情報の一元化 

 広告募集によるパンフレット作成 

 まちづくりニュースの発行 など 

情報発信 
 

 



 

１０６ 

 

（２）段階的な取組例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

≪協働による商店街再生の進め方≫ 

商店街や団体などが連携して、商店街の再生・活性化を図ります。 

市民は、空き店舗や空き地を活用したまちづくり活動やイベントなどを企画・実施し、商店

街をまちづくり活動の場として、にぎわいを創出します。 

行政は、空き店舗活用などに関する支援を行うとともに、歩行者空間の環境整備や活動の情

報発信を行います。 
 

≪市民と行政の関わり方≫ 

 

 

 

 

ケース１：空き店舗や空き地を活用しながら商店街を再生したい!! 

Step５： 
まちづくり活動によるにぎわいを創出し、商店街の売上につなげる。 

Step１： 
商店街や団体などとの連携体制をつくる。 

Step３： 
空き店舗の活用やまちづくり活動に対
する支援を行う。 

Step４： 
活動や取組みを際立たせるにぎわいの
ある環境整備を行う。 

Step２： 
団体や商店街事業者が連携し、空き店
舗を活用したまちづくり活動やイベン
トなどについて話し合う。 

市 民  行 政 

○商店街での活動企画 

○まちづくり活動への参加周知 

 

○各主体の連携の場づくり 

○きっかけとなるイベント企画 

○空き店舗、空き地をコミュニテ

ィ活動やイベント活動の場とし

て活用 

○空き店舗などの多用途（コミュ

ニティスペース、子育てスペー

スなど）への活用 

○若者などによる集客イベントの

企画運営 

 

○にぎわい商店街づくり支援事業

などによる空き店舗などの活用 

 

○都市再生整備計画事業などによ

る歩行者空間、たまり場の整備 

○協働による活動の継続的実施 

○  

○商店街におけるまちづくり活動

の情報発信 
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≪歴史的な路地空間づくりの進め方≫ 

地域で路地空間の将来イメージを共有し、パブリック空間については街路整備などの事業を

実施し、プライベート空間については住民主体の修景整備に対する支援を行います。また、プ

ライベート空間である建築物とパブリック空間である街路が調和した路地空間を形成します。 

事業実施後においても、歴史的な路地空間を活用したまちづくり活動を支援し、市民主体の

まちづくりを推進します。 
 

≪市民と行政の関わり方≫ 

 

 

 

 

 

 

ケース２：建築物と街路が調和した歴史が感じられる路地空間にしたい!! 

Step５： 
市民主体で管理・保全することにより魅力的な空間となり、周辺も含めた環境づくりへと展
開する。 

Step１： 
まちづくりの意識を醸成し、路地空間の活用について考える。 

Step３： 
行田らしい市民主体の整備に対して、
助成金などを支援する。 

Step４： 
街路整備や施設整備など地域活性化に
寄与する整備を行う。 

Step２： 
市民が一体となり路地空間の将来イメ
ージを共有し、整備に合わせた活動や
整備後の管理について話し合う。 

市 民  行 政 

○まち歩きの実施 

○地域の歴史や町割りの継承 

 

○まちづくり活動の勉強会 

○歴史的まち並み形成の情報提供 

○地域における路地空間の活

用・管理計画づくり 

○既存施設や歴史的建築物を活

用したまちづくり活動 

 

 

○ふるさとづくり事業による支援 

○景観ルールづくりの支援 

 

○街なみ環境整備事業などによ

る路地空間の環境整備 

 

○路地空間を活用したイベント企画 

○地域の改善点の点検 

 

○管理・保全に対する支援 

○周辺への環境づくり展開 

 



 

１０８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪景観に配慮した住宅地づくりの進め方≫ 

商店街や住宅地において、歴史的建築物と調和した落ち着いた住宅地の景観形成を図ります。 

市民が主体となり、景観形成による空間イメージを共有しながら、景観形成のルールや基準

について合意形成を図ります。 

行政は、景観計画策定の際に、地域における空間イメージと整合を図りながら、地域が目指

す景観形成の実現に向けて、景観条例の制定や地区計画、建築協定、景観協定などの活用、公

共施設の整備を行います。 
 

≪市民と行政の関わり方≫ 

 

 

 

 

 

 

ケース３：みんなで景観に配慮した良好な住宅地をつくりたい!! 

Step５： 
地域の景観を管理し、一体的な修景を図る。 

Step１： 
景観まちづくりの意識を醸成し、市民の合意形成を図る。 

Step３： 
景観形成のルールを担保する景観条例
などを制定する。 

Step４： 
景観法に基づく重要建造物の保全や公
共施設の景観を誘導する。 

Step２： 
市民が連携し、地域の景観形成のルー
ルや基準について話し合う。 

市 民  行 政 

○地域におけるまち並み点検 

○保全すべき景観資源の発掘 

 

○景観セミナーなどの実施 

○景観まちづくりに関する情報提供 

○地域における将来の景観まち

づくりの方針検討 

○景観まちづくりのルール（景観

形成基準）づくり 

 

 

○景観条例などの制定による景観ル

ールの法的担保 

 

○景観法に基づく景観重要建造物の

保全 

○公共施設（道路、河川など）の景 

観の誘導 

○地域の景観資源の整理・点検 

○一体的な修景に向けた景観整備 

○必要に応じた景観ルールの見直し 

○周辺への景観まちづくりの展開 
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事業推進にあたって、各主体の役割を明確にして、それぞれが連携・支援をしながら協働で地域のまちづくりを実現します。 

市民へのまちづくり意識の醸成や市民によるネットワーク組織の構築を図りながら、まち並みづくりとにぎわいの創出に向けた事業を段階的に実施します。 

 

■施策別の役割分担 

施策（再掲は除く） 

役割 スケジュール 

住民 団体 事業者 行政 
平成２６年度 

（２０１４年度） 

平成２７年度 

（２０１５年度） 

平成２８年度 

（２０１６年度） 
   中期 注１）    長期 注２） 

方針１  人が主体となり地域を育てるまちづくり      

1-1 住みやすく、住み続けたいまちに向けた仕組みづくり

や協議会などの設置 
● ● ● △ 

     

1-2 地域におけるまち並み点検 ● ● ● △      

1-3 地域資源の発掘とリスト化 ● ●  △      

1-4 既存施設や歴史的建築物を活用したまちづくり活動の支援  ●  △      

1-5 地域資源を紹介する観光ガイドの育成や歴史と文化を

継承する活動の支援 
□ ● 

 
△ 

     

1-6 歩行者空間や空き地などにおける緑化活動の支援 ●  ● △      

1-7 歩きたくなるまちに向けたまちなかの美化活動や空き地な

どの管理・保全の支援 
● ● ● △ 

     

1-8 集客のためのイベントの企画・実施  ● ● ●      

1-9 文化財及び地域資源を活用したまちづくり活動の支援 □ ● ● △      

1-10 まちづくり活動やイベントの情報発信  ● ● △      

1-11 まちづくりニュースなどの発行によるまちづくり意識の醸成 □ □ □ ●      

方針２  歴史と文化の香りが漂う歩きたくなるまち並みづくり      

2-1 景観形成に関するルールづくり ● ● □ △      

2-2 足袋蔵などの歴史的建築物の保存と活用 ● ●  ●      

2-3 歴史的建築物周辺のまち並み環境の整備 □ □ □ ●      

2-4 歴史的なまち並みの修景（外観や塀） ●   △      

2-5 回遊するための道路の美装化や電線類の地中化 □   ●      

2-6 まち並みのライトアップや歩道用照明の設置 □   ●      

2-7 歴史的建築物などの案内表示と誘導サインの統一 ● ●  ●      

2-8 ユニバーサルデザインによる歩行者空間などの整備 □   ●      

●：主体 □：連携 △支援                  ：実施計画策定期間    ：主な事業・活動実施期間    ：継続期間  

３．役割分担とスケジュール 

注１）中期の期間は、平成２９年度（２０１７年度）～平成３１年度（２０１９年度）とします。 

注２）長期の期間は、平成３２年度（２０２０年度）～平成３５年度（２０２３年度）とします。 
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施策 

役割 スケジュール 

住民 団体 事業者 行政 
平成２６年度 

（２０１４年度） 

平成２７年度 

（２０１５年度） 

平成２８年度 

（２０１６年度） 
   中期 注１）    長期 注２） 

方針３  水と緑がうるおいをもたらす四季を感じるまち並みづくり      

3-1 憩う場所としての水辺空間の環境整備 □ □  ●      

3-2 幹線道路沿道の街路樹の保全と整備 □  □ ●      

3-3 寺社仏閣などのまとまった緑の保全 ● □ □ △      

3-4 緑豊かなポケットパークや広場の整備  □ □ ●      

方針４  暮らしと交流が調和したにぎわいづくり      

4-1 都市機能の集約に向けた拠点の整備 □ □ ● ●      

4-2 空き地や空き家を活用したコミュニティスペースなど

の滞在・交流空間の整備 
□ ● □ ● 

     

4-3 空き店舗を活用した商店街の活性化  □ ● △      

4-4 商店街におけるにぎわいが感じられる店舗前空間の形成 □ ● ● △      

4-5 若者の定住促進 ●  ● △      

4-6 地元の素材を使った特産品の開発及び販売  □ ● △      

●：主体 □：連携 △支援                  ：実施計画策定期間    ：主な事業・活動実施期間    ：継続期 

  注１）中期の期間は、平成２９年度（２０１７年度）～平成３１年度（２０１９年度）とします。 

注２）長期の期間は、平成３２年度（２０２０年度）～平成３５年度（２０２３年度）とします。 
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事業実施にあたっては、計画（Ｐｌａｎ）に基づく事業を実施（Ｄｏ）し、事業に対して点

検・評価（Ｃｈｅｃｋ）を行いながら、適宜計画の見直しと改善（Ａｃｔｉｏｎ）を図ります。 

そのため、ＰＤＣＡサイクルによる計画の進行管理を行うために、行政は、適宜、事業実績

及び計画の進捗状況を把握し、情報の共有を図るとともに、進捗状況や効果発現要因や新たな

方策などの評価を行い、さらなる効果的な事業や活動の実施につなげます。 

市民は、事業の進捗状況を行政と共有しながら、事業内容を点検し、評価を行い、行政との

協働によるＰＤＣＡサイクルを、地域のマネジメントの一環として取り組みます。 

また、事業や計画の状況の変化に応じて、適宜計画の見直しを行います。 

 

■協働によるＰＤＣＡサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画期間と進行管理 

計画期間は、平成２６年度（２０１４年度）から平成３５年年度（２０２３年度）の１０ヶ

年とします。 

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 

 

 

         

市 民  行 政 

Ｐｌａｎ（計画） 
【市民の役割】 

・資源の発掘 

・取組み・活動の企画 

【行政の役割】 

・実施計画作成 

・予算確保 

Ｄｏ（実施） 
【市民の役割】 

・取組み・活動の実施 

【行政の役割】 

・事業実施 

Ａｃｔｉｏｎ 

（改善･見直し） 
【市民の役割】 

・活動内容・体制の改善 

・次年度の活動に反映 

【行政の役割】 

・事業実施手法の改善 

・推進体制の改善 

・計画内容の見直し 

Ｃｈｅｃｋ 

（点検･評価） 
【市民の役割】 

・活動内容の点検 

・市民・来訪者の意向把

握 

【行政の役割】 

・事業の実績把握 

・進捗状況の評価 

 

≪ＰＤＣＡサイクル≫ 

◆市民と行政の協働による事業実施 

◆市民目線による評価の導入 

ま
ち
づ
く
り
意
識
の
醸
成
・
活
動
体
制
の
充
実 

取
組
み
・
活
動
の
情
報
発
信 

４．ＰＤＣＡサイクルによる進行管理 

進捗評価・検証 進捗評価・検証 

行田らしいまち並みづくりとにぎわい創出基本計画 
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循環バスターミナルと一体的に、観
光案内所やレンタサイクルなどの
観光交流拠点を整備します。 

空き地を活用して、市民活動の場、
にぎわい空間を創出します。 

遊歩道の整備や清掃・緑化活動
により、水辺を身近に感じ、楽
しめる場を創出します。 

秩父鉄道行田市駅周辺の歴史的建築物が集積するエリア（モデル地区）の将来イメージ 

商工センター前のスペースを活用
して、オープンカフェなどによるに
ぎわいを創出します。 

コミュニティ道路などの整備により、
歩きやすいまち並みを形成します。 

景観のルールづくりなど、住民
と行政が一体となり良好なま
ち並みを形成します。 

商店街の修景や緑化活動により、 
にぎわいとまち並みを形成します。 

注）上記の整備イメージ図は参考例です。実施にあたっては市民の合意形成を図り進めるものとします。 

また、県が主体となり取り組む内容については、施設管理者と十分調整を図り進めるものとします。 

空き店舗を活用して、体験交流で
きるまちづくりを進めます。 




